
ヘリアンサス・オルギャリス（和名ヤナギバヒマワリ）

は，北米のミズーリから，コロラド，テキサス州にかけ

て自生しているキク科の宿根草である（石井・横

井，１９７１）。我が国へ導入された時期は不明であるが，古

くから花壇用に栽培され，スプレイギクによく似た花序

を示し，鮮黄色の花を９月下旬から開花させる。切り花

としては季咲のものが秋に出荷される程度であり，開花

習性等は十分に明らかにされていないことから，周年栽

培技術はまだ開発されていない。

そこで本研究では，まず５～８月まで毎月上旬に切り

戻し，自然日長条件での発蕾と開花との関係について検

討するとともに，花芽の分化・発達過程を観察した。次

いで，日長に対する発蕾と開花との反応について調査し

た。さらに，催花に必要な花熟時期を明らかにするため，

短日処理開始時期と発蕾・開花との関係についても検討

した。

材料および方法

実験１ 切り戻し時期が発蕾と開花に及ぼす影響

すべての実験には‘ゴールデン・ピラミッド’を供試

した。１９８８年１１月２４日に冬至芽を７．５cmポリポットに移

植した後，無加温のガラス室内で育苗し，３月２０日に６

号素焼き鉢に定植した。５～８月まで毎月初めに伸長し

たシュートを株もとで切り戻し，株あたり３本の側芽を

伸長させた。各区５鉢を供試し，なりゆきとしたガラス

室内で全茎の発蕾と開花状況を調査した。

実験２ 自然状態における花芽の分化・発達過程の調査

自然日長条件下での花芽の分化・発達過程を観察する

ために，実体顕微鏡下で調査した。１９９０年５月９日に挿

し芽し，６月５日に７．５cmポリポットに移植して揃った

苗を６月２１日にビニルハウス内の地床に定植し，自然日

長で管理した。８月１日～９月１日までほぼ５日毎に１０

株ずつを検鏡し，花芽形成過程を観察した。

実験３ 日長処理が発蕾，開花に及ぼす影響

１９９０年５月９日に挿芽し，６月５日に７．５cmポリポッ

トに移植した苗を６月２１日に５号素焼き鉢に定植し，７

月２１日～１０月３１日まで日長処理を行った。処理時間は

１２．０，１３．０，１３．５，１４．０，１４．５，１５．０時間とし，対照とし

て自然日長区を加えた７処理区を設けた。各処理区とも

５株を供試し，株あたり３本仕立てとし，全茎の発蕾，

開花を１０月末まで調査した。

実験４ 短日処理開始時期が発蕾・開花に及ぼす影響

花熟段階に達する時期を明らかにするため，短日処理

開始時期と発蕾・開花との関係を調査した。

１９９１年１１月２２日に冬至芽を７．５cmポリポットに移植

し，１月２０日まで無加温のガラス室内で管理した。その

後は最低夜温が１５℃になるように加温し，３月５日に５

号素焼き鉢に定植するとともに，１２時間日長とした短日

処理を開始した。処理開始日は，３月５日～５月２０日ま

で毎月５日と２０日とし，各区２０株を供試して無摘心で７

月３日まで栽培した。

結 果

実験１ 切り戻し時期が発蕾と開花に及ぼす影響

切り戻し後新たに伸長したシュートは，５月切り戻し

区は６月５日～８月１４日の間に，６月切り戻し区は７月

２０日～８月１９日の間に，それぞれ発蕾した（表１）。しか

し，５～６月に切り戻した場合，６月５日～７月２０日に

発蕾した蕾は，梅雨時期の発蕾であることから，いずれ

も柳芽状となり，その後の発達は緩慢でやがて座死した。

これらの株では，蕾下部の複数の側芽が再び伸長して発

蕾・開花した。なお，７月２１日～８月１２日までの間では

発蕾が認められなかった。

７～８月切り戻し区では８月２３～２８日に集中して発蕾

した。また，８月切り戻し区では発蕾時の茎長が６．８cm
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と著しく短くなった。

開花は切り戻し時期が早いほど早く，いずれの処理区

も９月１６日～１０月１日までの１４日間に集中して認められ

た。また，各区内では，開花は２～５日の短期間で斉一

に見られた。開花時の茎長は，５～６月切り戻し区では

１１０cm以上に徒長したが，８月切り戻し区では３４．５cm

と著しく短くなった。なお，７月切り戻し区では９６．９cm

と切り花として適当な長さになった。開花時の節数は，５

～７月切り戻し区では６０節以上認められたが，８月切り

戻し区では１３．７節と著しく低下した。花序数は７月切り

戻し区までは２０個以上認められたが，８月切り戻し区で

は３．９個と著しく少なくなった。

実験２ 自然状態における花芽の分化・発達過程の調査

実体顕微鏡下で調査した花芽形成状況を図１に示し

た。花の発達段階は岡田が示した基準（岡田，１９６３）を

参考にして，未分化：０，生長点肥大：１，総苞りん片

形成：２，小花原基形成始期：３，小花原基形成盛期：

４，小花原基形成終期：５，花弁形成：６，花弁伸長：

７に分類した。

調査を開始した８月上旬には既に生長点が肥大した株

が一部認められ，８月１１日には全株で生長点の肥大が認

められた。８月１６日にはほとんどの株が総苞りん片形成

期となり，小花原基形成始期に入った株も一部に見られ

た。小花原基形成盛期～終期は８月２１日となった。

花弁形成期は８月２７日で発蕾時期と一致し，花弁伸長

期は９月１日となった。茎の伸長は生長点肥大期頃から

速度が速くなり，発蕾から開蕾時期にかけて著しく伸長

したが，開蕾後は伸長速度が緩やかになった。

実験３ 日長処理が発蕾，開花に及ぼす影響

日長処理開始から発蕾までの期間は，日長が長くなる

ほど遅くなった（表２）。１２．０時間は１４日，１４．０時間は３０

日後に発蕾したが，１４．５時間区では８７日と著しく長くな

表１ 切り戻し時期が発蕾と開花に及ぼす影響

図１ ヘリアンサス・オルギャリスの花芽の分化および発達過程

切り戻し時期
（年・月・日）

発蕾日
（月・日±SD）

発蕾時茎長
（cm）

開花日
（月・日±SD）

開花時茎長
（cm）

節数
（節）

花序数
（個）

１９８９・５・１ ８・１±２４．３ ７４．７ ９・２０±１．６ １３９．５ ８６．１ ２５．７

６・１ ８・９±１３．０ ５２．４ ９・２２±０．８ １１４．１ ７２．９ ２１．５

７・１ ８・２４±１．８ ５１．１ ９・２５±０．８ ９６．９ ６８．５ ２３．１

８・１ ８・２３±０．４ ６．８ ９・２８±１．５ ３４．５ １３．７ ３．９
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った。１５．０時間では１０月末までに発蕾が認められなかっ

た。発蕾日は，１２．０～１４．０時間ではよく揃ったが，１４．５時

間では変動が大きかった。開花も発蕾と同様に，日長が

長くなるほど遅くなり，１２．０時間は処理開始後３３日，１３．５

時間は５４日で開花したが，１４．０時間では８１日と著しく開

花が遅れた。なお，自然日長区の発蕾日は８月２５日で１４．０

時間日長の８月２０日に近く，同様に自然日長区の開花日

は９月２９日であり，１３．５時間と１４．０時間の中間近くにあ

ることが認められた。

実験４ 短日処理開始時期が発蕾・開花に及ぼす影響

発蕾開始日は，各処理区を通じて５月１４日～２１日の７

日間，発蕾終了日は５月３０日～６月９日の１０日間，発蕾

期間は１４～１９日間であり，処理間に大きな差異はなかっ

た（表３）。一方，短日処理開始から平均発蕾日までの期

間は，３月５日区で７９日を要したのに対し，５月２０日区

では１４日であり，処理開始時期が遅くなるほど著しく短

くなった。平均開花日は６月１５日～６月２８日までの１３日

間であり，いずれの処理区でも発蕾後ほぼ２５日で開花し

た。

考 察

キクの冬至芽の発生から開花結実に至る発育相は，ロ

ゼット相，幼若相，感光相，成熟相の４発育相から成立

しており，前３発育相の経過にはそれぞれ低温・高温・

短日を必要とする（KAWATA，１９８７）。このキクの発育相

についての概念は，キク科の宿根草である本種の開花習

性を検討するのに有用であると考え，本実験結果から，

花芽分化時期，催花に対する日長条件，花熟時期，幼若

相についての考察を行った。

ヘリアンサス・オルギャリスは９月下旬に開花するこ

とから，秋ギクと同様に，短日植物であることが推測さ

れた。しかし，秋ギクに比べて約１か月早く開花するた

め，正確な花芽分化時期をまず明らかにする必要がある。

表１のように，発蕾時の茎長には７月切り戻し区と８月

切り戻し区との間に顕著な違いがあり，８月切り戻し区

の茎長は著しく短かった。したがって，本種は，８月上

旬の環境条件下ではすでに花芽分化できることが明らか

表２ 日長処理が発蕾および開花に及ぼす影響

表３ 短日処理開始時期が抽だいに及ぼす影響

日 長
（時間）

発蕾率
（％）

発蕾日
（月・日±SD）

処理開始後発蕾
までの日数
（日）

開花率
（％）

開花日
（月・日±SD）

処理開始後開花
までの日数
（日）

１２．０ １００ ８・４±０．８ １４ １００ ８・２３±０．９ ３３

１３．０ １００ ８・７±０．６ １７ １００ ９・２±０．７ ４３

１３．５ １００ ８・１０±０．５ ２０ １００ ９・１３±１．０ ５４

１４．０ １００ ８・２０±１．４ ３０ １００ １０・１０±３．８ ８１

１４．５ １００ １０・１６±４．３ ８７ ０ － －

１５．０ ０ － － ０ － －

自然日長 １００ ８．２５±０．８ － １００ ９・２９±１．１ －

処理開始時期
（年・月・日）

処理開始
時の草丈
（cm）

発 蕾 処理開始後発蕾
までの日数
（日）

開花日
（月・日±SD）開始日

（月・日）
終了日
（月・日）

平均
（月・日±SD）

１９９２・３・５ － ５・１７ ６・５ ５・２３±５．５ ７９ ６・１６±５．２

３・２０ ７．１ ５・１６ ５・３０ ５・２１±３．３ ６２ ６・１５±２．９

４・５ １３．０ ５・１４ ６・１ ５・２３±４．５ ４８ ６・１６±３．７

４・２０ ２２．０ ５・１８ ６・３ ５・２５±４．３ ３５ ６・２０±３．５

５・５ ３５．２ ５・１９ ６・６ ５・３１±５．０ ２６ ６・２３±３．８

５・２０ ４０．３ ５・２１ ６・９ ６・３±４．３ １４ ６・２８±２．６

注）日長処理期間：１９９０年７月２１日～１０月３１日，調査打ち切り：１０月３１日

注）１９９２年１月２０日から最低夜温１５℃で栽培し，短日処理は１２時間日長とした。
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である。さらに，６月切り戻し区と７月切り戻し区との

発蕾時の茎長はほぼ同じ値であるが，７月切り戻し区の

発蕾日はほぼ揃っていることから，７月上旬から８月上

旬の間に催花が起こっていることも推察できる。なお，６

月切り戻し区の発蕾日が７月切り戻し区よりも早い原因

は，発蕾日の変動が大きいことから，梅雨時の連続した

曇雨天によって一部の株で催花が起こった結果であると

考えられる。キクでは梅雨時に３日間程度の短日になる

と催花が起こるが，その後長日条件に置かれると柳芽と

なって腋芽が再び生長するように，本種も同様の現象が

起こったものと考えられる。

一方，切り戻し時期にかかわらず開花時期はほぼ同じ

であることから，花芽の発達には８月下旬から９月下旬

の日長条件が必要であること，発蕾から開花までに約３０

日間が必要であることが明らかとなった。

さらに，花芽分化時期を特定するため，８月上旬から

ほぼ５日毎に実体顕微鏡で茎頂を観察したところ，８月

上旬にはすでに生長点が肥大した花芽創始（小西，１９８８

a）がみられ，実験１で予測した時期と一致した。花の各

部原基を形成する花芽分化時期は，小花原基を形成した

８月１６日であった。この時期は秋ギクの催花が起こる時

期であるが，本種の催花が起こる時期は図１から７月下

旬であることが推察されるので，本種は秋ギクに比べ催

花される日長が長いと考えられる。

本種の催花が起こる日長を検討したところ，１２．０～

１４．５時間では全株が発蕾し，１５．０時間では発蕾が起こら

なかったことから，本種は催花に１４．５時間以下の限界日

長をもつ質的短日植物であることが明らかとなった。し

かし，１４．５時間日長では処理開始から発蕾までに８７日間

を要しており，１４．０時間の３０日間に比べて著しく長い。

したがって，本種が正常に催花される好適な日長（川田

ら，１９８７；川田・船越，１９８８）は１４．０時間である。

開花については，１４．５時間日長では見られず１２．０～

１４．０時間日長で見られた。しかし，１４．０時間日長では開花

までに８１日間を要し，１３．５時間日長に比べ２７日間も長く

なっていることから，花芽の発達に好適な日長は１３．５時

間以下である。

次に，本種が催花できる状態，すなわち花熟段階に達

する時期を検討するため，ロゼット打破後に加温栽培を

行い，短日処理を開始した。発蕾は，短日処理開始時期

に影響されることなく５月１４～２１日の間で見られたこと

から，いずれの処理区も４月下旬～５月上旬に催花が起

こったものと推察される。したがって，４月中旬までは

催花を起こすことができない幼若相であり，４月下旬に

花熟段階に達しているものと思われる。小西（１９８８ b）

は，幼若相という呼称に対しては幼形を示す種類に限る

べきであるとしているが，本種がロゼット状態で催花す

ることができない時期にあるときは普通葉が幅広い幼形

を示し，抽だい後の葉の形と異なっていることから，幼

若相の使用は適当であると思われる。

本種を促成栽培する場合，シュート基部に形成される

側芽はロゼットを形成し，ロゼットが打破されるために

は低温遭遇が必要である（データ省略）。しかし，表３の

ように，ロゼット打破後に直ちに加温栽培しても催花す

ることができないため，これより前に幼若相を脱するた

めの期間が必要となってくる。したがって，通常の加温

による促成栽培では５月中に開花させることはむずかし

く，６月になって開花するため，これより前に開花させ

るには，成熟相にある株を長日処理によって開花を抑制

する抑制栽培の概念が必要であろう。

摘 要

ヘリアンサス・オルギャリスの開花習性を明らかにす

るため，５～８月の上旬に切り戻し，開花反応の変動を

調べた。また，花芽形成過程を観察し，花芽分化時期を

検討した。さらに，日長が開花に及ぼす影響ならびに３

～５月に加温栽培し，花熟に達する時期を検討した。

１．正常な発蕾は，８月下旬に見られ，９月下旬に開

花した。花芽創始は８月上旬に見られた。

２．本種は質的短日植物であり，花芽分化の限界日長

が１４．５時間，開花の限界日長が１４．０時間である。

３．加温促成栽培で，幼若相を脱して花熟段階に達す

るのは４月下旬である。
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Helianthus orgyalis plants were cut back at early of each month from May to August and studied the seasonal

changes of flowering behavior. The formation of flower buds was observed microscopically under the natural conditions

and the time of flower bud initiation was investigated. Furthermore, the effect of day-length on flowering and the gradual

shift from juvenile to mature growth stage in induce flowering were also discussed.

When the plants were grown in an unheated greenhouse and cut back at early both of July and August, the normal

budding and flowering were observed. Plants cut back prior to early July were formed crown bud resulting the retarded

flowering. Flower bud initiation occurred at early August, then budding and blooming began at the end of August,

September, respectively. Plants budded critically under 14.5 hr day-length, whereas those flowered under 14.0 hr. Plants

were hard to induce flowering before the middle of April, but were able to form flower at the end of April.

We concluded that Helianthus orgyalis were qualitative short day plant, which could flower under 14.0 hr day-length.
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Summary

Studies on the Flowering Behavior of Helianthus orgyalis

２３勝谷ほか：ヘリアンサス・オルギャリスの開花習性について


